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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
｢財政健全化｣口実に、税率12％を提案。総選挙で厳しい審判を

　内閣府は６月９日、消費税率を５％から段階的に12％に増税することで財政「健全化」目標を達成する、とした試算を経済財政諮問会議に提出しました。23日にも、この内容を盛り込んだ「骨太の方針２００９」を決定する予定です。２０２３年度までの15年間を試算し、増税幅が同３％のケースでは赤字が続き、７％なら２０１８年度に黒字化するとしました。「社会保障以外に使わない」との前言をひるがえし、財政「健全化」を口実に、消費税の大幅増税に議論を導こうとする政府の姿勢を示したものです。今回の試算には法人税率についての試算は示されませんでしたが、素案で「着実に具体化」するとされた麻生内閣の税・財政の「中期プログラム」には、法人実効税率引き下げを「検討する」としています。２０１０年度予算でも社会保障の削減方針を「堅持」しているにもかかわらず、「社会保障目的」「財政健全化」を持ち出し、消費税増税・法人税減税へ国民を誘導しようとしているのです。麻生・自公政権の狙いを国民的反撃で打ち砕き、目前に迫った総選挙で厳しい審判を下していきましょう。
＜各地のとりくみ＞

★びわ湖一周キャラバンや全県５０カ所宣伝を計画＜滋賀＞　滋賀県各界連は６月11日、事務局団体会議を開き「消費税増税を訴えた政権に、選挙でことごとく審判を下してきた歴史を引き継ごう」「総選挙で消費税増税の息の根を止めよう」と話し合い、びわ湖一周キャラバン、全県宣伝、学習会などの計画を決めました(別項)。「派遣きりに遭った人の雇用保険期間が切れ、仕事がないのが深刻。県内求人倍率は０・３だが介護関係を除くと０・１。１０００人の首を切った日電硝子は、前年比で半減させたとはいえ利益が３２００億円。配当は９円から10円に増やしている」「建設国保を払えない人が増加。滞納の人は国保にも加入できない」「職人の仕事がなく、１週間ヒマという人がざら」など県民生活の大変な実態。嘉田知事が「消費税は水平的公平で優れた税制」「総選挙は消費税増税をタブー視せずマニフェストに掲げる政党（に期待）」と発言している重大性を話し合いました。また、多数の県民は「増税などとんでもない。時期尚早｣の声が多いが、マスコミの宣伝の中で「社会保障のためにやむを得ない｣の声や、若い人は「消費税が当たり前」となっている状況もあり、消費税のそもそも論や財源論の学習・宣伝・対話を広げようと話し合いました。
当面の計画は以下の通り。①「総選挙で消費税増税の息の根を止めよう」びわ湖一周キャラバン（７月６～13日）②７月24日、８月24日に全県50カ所宣伝③７月16日に大学習会を開催④７月県議会に消費税増税反対を請願⑤総選挙の立候補者と政党に公開質問状を出す。
★商工会議所、百貨店に申し入れ懇談＜愛知＞　消費税をなくす愛知県連絡会は６月５日、消費税増税反対で名古屋商工会議所と５つの百貨店と懇談しました。商工会議所は「消費税の増税は拙速にすべきではない」、内需拡大では「商工会議所が発起人になり自治体、中央会、商店街振興組合、チェーンストア協会などと一緒に『内需拡大推進会議』を発足させ、地域一体となってキャンペーンを推進している」。松坂屋は「売上税のときの運動は承知しています。時期が来れば、百貨店協会としての意見を表明する場合も」と話し、丸栄、ＪＲ高島屋は「承りました」との返事でした。名鉄、三越は担当者不在のため、申し入れ書を手渡しました。
★なんだかおかしくない？14兆円の対策＜岐阜＞　岐阜県各界連は６月５日、「消費税増税を許さない――学習交流会｣を開き、60人が参加しました。講師の消費税をなくす会の梅村早江子事務局長は「今度の総選挙で選ばれる議員が増税の可否を決める」ことになり、麻生首相が「消費税増税を最大の争点」として民主党との違いを見せる魂胆とはいえ、１９７９年の大平内閣以来30年ぶりのたたかいであることを強調しました。補正予算を４回もおこなって「14兆円の経済危機対策」を行ったと自慢げに話す麻生首相に対し、「なんだかおかしくない？」と問題を投げかけ、「超無謀」「超無関係」「超その場かぎり」の３大「超」を紹介。欧米では高額所得者に増税しているのに日本は逆、消費税こそ不公正な税制であり、増税されたら廃止が遠のいてしまう、として「今度の総選挙で増税を言う候補者を落とそう」と力をこめて訴えました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□■
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